
参加
無料

6月27日（土）
･経験の共有:展示の趣旨
･経験の共有:(講演とパネルディス

カッション)郡山市民から見た福
島原子力災害

･世代間連携に向けて:初期被ばくの
再構築

6月28日（日）
･放射線防護の実践における問題:避

難地域への立ち入りを解除してよ
いのか?

･健康影響:福島県での甲状腺がんを
どう考えるか?

･放射線防護の民主化に向けて:現
ICRP勧告の問題点と市民主導の
新勧告の方向性

･総合討論

(それぞれQ&A､討論の時間あり｡)

* 写真展
･飛田晋秀さん

「福島の記憶 3.11で止まった町」
･馬場靖子さん 『あの日あのとき

古里のアルバム 私たちの浪江町・津島』

* パネル展
･三春町の皆さん

「あの日風しもの町で起きたこと」
･後藤忍さん(福島大学)「『減思力（げんしりょく）』

の教訓を学ぶためのパネル展」
･林衛さん(富山大学)｢因果関係あいまい化によ

る被害放置行政をただすために｣
･原子力市民委員会 図解レポート

「見ればわかる 知れば変わる」

問い合わせ先 〒160-0008 東京都新宿区四谷三栄町16-16
    iTEXビル3F(高木仁三郎市民科学基金内)

Tel:03-6709-8083 メール: email@ccnejapan.com

写真展､パネル展示､市民と研究者による報告､対話

主催 放射線防護の民主化フォーラム
(慶応大学･濱岡研究室､原子力市民委員会 他)
https://sites.google.com/view/democratize-rp

プログラムの詳細や
ZOOMへの事前登録
はQRコード読み取り､
もしくはURLをクリッ
ク!

https://x.gd/aARdi

https://x.gd/aARdi
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